
Ｇ
Ｘ
な
ど
重
点
課
題
の
実
現
へ

中
環
審
第
３０
回
総
会
で
髙
村
会
長
を
再
選

全
管
連
水
道
議
連
総
会
に
出
席

予
算
・
体
制
確
保
・
業
界
振
興
へ

中
央
環
境
審
議
会
（
会
長

・
髙
村
ゆ
か
り
東
京
大
学
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）
は
２
月
１４
日
、
東
京

・
日
比
谷
国
際
ビ
ル
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
で
第
３０

回
総
会
を
開
き
、
任
期
満
了

に
伴
う
会
長
互
選
で
髙
村
会

長
を
再
選
し
た
。
当
面
の
重

点
課
題
と
し
て
気
候
変
動
、

循
環
経
済
、
生
物
多
様
性
な

ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現

へ
意
欲
を
新
た
に
し
た
。

総
会
で
は
西
村
明
宏
環
境

相
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
脱
炭
素
と
産
業
競
争
力
を

両
立
す
る
Ｇ
Ｘ
の
基
本
方
針

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
炭
素

を
値
付
け
し
、
排
出
者
の
行

動
を
変
容
さ
せ
る
成
長
志
向

型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

構
想
な
ど
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
、
一
層

の
協
力
を
求
め
た
。
続
い
て

柳
本
顕
政
務
官
が
「
皆
さ
ま

の
議
論
を
踏
ま
え
、
資
源
循

環
や
水
環
境
の
保
全
を
推
進

す
る
」と
決
意
を
表
明
し
た
。

ま
た
再
任
さ
れ
た
髙
村
会

長
は
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
で
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
高
騰
し
て
い
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
率
を
高
め
、
資

源
循
環
を
促
す
環
境
政
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
た
な

環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る

が
、
委
員
各
位
の
ご
協
力
を

得
て
使
命
を
果
た
し
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
各
部
会
の
審
議

・
答
申
状
況
や
重
点
課
題
に

つ
い
て
説
明
。
Ｇ
Ｘ
基
本
方

針
に
沿
っ
た
今
後
１０
年
間
の

全
体
像
を
示
し
、
脱
炭
素
の

国
民
運
動
の
加
速
化
や
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対

策
な
ど
に
力
を
入
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
２
月
１５
日
、
東
京
・
千
代
田
区
永
田
町
の
自
民
党
本

部
で
自
民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
（
田
村
憲
久
会
長
）
の
第
１９
回
総
会
に
出
席
し
た
。
席
上
、
藤
川
会
長
は

「
水
道
行
政
の
移
管
に
際
し
て
の
予
算
・
体
制
確
保
及
び
業
界
振
興
施
策
の
充
実
に
関
す
る
要
望
書
」
を
田
村
会

長
に
手
渡
し
、
絶
大
な
支
援
を
要
請
。
令
和
６
年
度
か
ら
水
道
行
政
の
大
半
が
国
土
交
通
省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
十
分
な
予
算
・
人
員
や
適
正
利
潤
の
確
保
な
ど
を
訴
え
た
。
（
４
面
と
６
面
に
関
連
記
事
）

当
日
は
全
管
連
を
は
じ
め

公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協

会
の
青
木
秀
幸
理
事
長
、
全

国
簡
易
水
道
協
議
会
の
北
村

政
夫
副
会
長
、
一
般
社
団
法

人
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
の
宮
崎
正
信
専
務
理
事
ら

が
出
席
。
全
管
連
は
藤
川
会

長
に
粕
谷
明
博
専
務
理
事
、

上
田
忠
幸
事
務
局
長
、
鈴
木

都
久
生
課
長
ら
が
同
行
し

た
。
ま
た
関
係
府
省
か
ら
名

倉
良
雄
厚
生
労
働
省
水
道
課

長
、
松
原
誠
国
土
交
通
省
下

水
道
部
長
、
大
井
道
博
環
境

省
水
環
境
課
長
、
伊
藤
光
弘

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災

担
当
）
付
参
事
官
（
復
旧
・

復
興
担
当
）
ら
が
一
堂
に
顔

を
揃
え
た
。

全
管
連
に
所
属
す
る
約
１

万
５
千
管
工
事
業
者
は
給
排

水
設
備
工
事
、
水
道
配
水
管

工
事
、
空
調
設
備
工
事
な
ど

に
日
々
従
事
し
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
重
要
な
担
い
手
と
し

て
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済

社
会
活
動
を
支
え
て
い
る
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
景
気
の
下

振
れ
な
ど
先
行
き
不
透
明
な

状
況
が
続
く
な
か
所
属
企
業

は
依
然
と
し
て
減
少
し
て
お

り
、
災
害
時
の
応
急
復
旧
応

援
体
制
が
現
状
の
ま
ま
維
持

で
き
る
か
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
組
合
員
企
業
が
将
来
に

わ
た
っ
て
存
続
し
、
若
年
者

の
入
職
促
進
と
技
術
・
技
能

の
継
承
を
図
っ
て
い
く
に
は

管
工
事
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
適
正
利
潤
の
確
保
が

不
可
欠
だ
。

こ
の
た
め
全
管
連
は
水
道

行
政
の
大
部
分
が
国
交
省
に

移
管
さ
れ
る
際
に
人
員
や
予

算
が
引
き
続
き
確
保
さ
れ
る

よ
う
要
望
。
ま
た
大
規
模
地

震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時

に
も
問
題
な
く
活
躍
で
き
る

よ
う
平
常
時
か
ら
適
正
利
潤

・
適
正
工
期
に
配
慮
し
た
工

事
が
発
注
さ
れ
る
よ
う
強
く

求
め
た
。

こ
れ
に
伴
い
上
下
水
道
施

設
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
技
術
者
・
技
能
者
の

さ
ら
な
る
資
質
の
維
持
・
向

上
が
図
れ
る
よ
う
各
種
資
格

の
あ
り
方
に
つ
い
て
下
水
道

分
野
の
資
格
と
対
比
し
な
が

ら
検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。全

管
連
な
ど
の
要
望
に
際

し
て
厚
労
省
の
名
倉
水
道
課

長
は
「
水
道
行
政
の
移
管
、

激
甚
災
害
と
水
道
復
旧
」
と

「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
に

お
け
る
水
道
事
業
の
位
置
付

け
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。

自民党本部で左から井林辰徳議連事務局長代理、
田村会長、藤川会長、盛山正仁議連幹事長、
務台俊介議連事務局長

審議・答申状況を確認

西村環境相

髙村会長
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